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所
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本
仏
教
会

東
京
都
甲
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
願
寺
内

電
話
醐
〇
三
＝
二

一
漏
櫛
嫉
冒
宙
爪
山
只
一
　
三
七
六
〇
〇

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
別
所
弘
因

印
刷
所
ル
ン
ビ
ニ
社

核
実
験
再
開
を
悲
し
む

全
仏
教
徒
の
声
／

　
仏
教
は
他
の
宗
教
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
悲
し
い
事
態
が
起
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
を
念
じ
つ
づ
け
、
祈
り
つ
づ

け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
現
実
は
全

く
逆
の
方
向
を
た
ど
り
不
安
の
極
み
と

い
う
べ
き
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
平
和
と
幸
福
を
願
う
す

べ
て
の
人
々
と
と
も
に
、
つ
く
づ
く
思

わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
に
平
和
を

求
め
、
こ
れ
ほ
ど
に
共
同
の
幸
福
を
求

め
な
が
ら
何
故
に
か
く
も
平
和
と
幸
福

に
遠
ざ
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
で
あ

る
。
人
間
は
つ
い
に
平
和
を
願
う
こ
と

は
不
可
能
な
の
か
、
平
和
は
絶
望
な
の

か
。
人
間
の
無
力
、
無
能
力
、
と
い
う

も
の
を
、
ひ
し
ひ
し
と
痛
感
せ
し
め
ら

れ
る
の
が
昨
今
で
あ
る
。
文
字
通
り
現

代
は
新
ら
し
い
野
蛮
時
代
で
あ
る
。
然

し
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
無
能
無
力
を
自

覚
し
つ
つ
も
、
平
和
に
絶
望
し
、
絶
望
に

徹
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
、

最
悪
の
時
代
で
あ
り
、
絶
望
状
態
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ぞ
我
々
は
此
の
悪
に
対
す

る
反
発
を
感
じ
な
い
で
は
居
ら
れ
な

い
、
仏
教
徒
の
中
に
は
あ
や
ま
っ
て
運

命
受
動
論
者
も
あ
る
、
即
ち
す
べ
て
は

宿
業
で
あ
る
か
ら
抗
し
切
れ
る
も
の
で

は
な
い
、
す
べ
て
は
仏
さ
ま
だ
け
が
知

っ
て
居
る
、
と
云
う
無
抵
抗
主
義
、
そ

れ
は
一
面
人
生
に
忠
実
な
従
順
な
態
度

の
如
く
で
も
あ
る
演
、
そ
れ
は
真
に
大

乗
仏
教
に
生
き
る
姿
と
は
云
わ
れ
な
い

で
あ
ろ
う
。
マ
ハ
ヤ
ナ
の
思
想
は
他
の

如
何
な
る
宗
教
に
も
ま
さ
る
衆
と
共
に

生
き
る
精
神
で
あ
る
筈
で
、
若
し
衆
生

と
共
に
生
き
る
道
が
無
け
れ
ば
誓
っ
て

正
覚
を
取
ら
じ
と
宣
言
し
た
仏
は
諸
刃

毒
の
中
に
あ
る
と
も
忍
受
不
悔
と
叫
ん

で
い
る
ご
と
き
一
大
苦
難
の
時
に
こ
そ

勇
猛
心
が
湧
き
出
で
、
こ
れ
を
打
開
し

こ
れ
を
打
ち
払
っ
て
ゆ
く
心
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
く

　
わ
れ
わ
れ
は
悲
し
い
現
実
に
絶
望
す

る
沈
痛
な
心
を
仏
心
に
よ
っ
て
振
い
起

し
、
今
こ
そ
同
信
同
朋
に
呼
び
か
け
つ

つ
世
界
破
滅
の
核
実
験
再
開
の
停
止
に

総
力
を
結
集
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
時
に

仏
教
徒
が
核
実
験
の
再
開
を
重
視
す
る

こ
と
は
、
単
な
る
政
治
的
か
げ
ひ
き
に

偏
向
し
て
云
う
の
で
わ
な
い
（
従
来
は

政
治
的
に
強
く
偏
向
し
た
平
和
論
者

や
、
原
水
爆
禁
止
運
動
者
も
あ
っ
た
）

核
実
験
に
よ
る
放
射
能
の
被
害
は
人
類

遺
伝
の
方
則
を
変
更
し
子
孫
生
殖
の
道

を
絶
つ
も
の
で
、
ま
っ
た
く
こ
れ
は
仏

教
人
生
観
、
仏
教
哲
理
に
照
ら
し
て
許

す
こ
と
の
出
来
な
い
非
道
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
日
本
仏
教
徒
は
い
か
な
る

意
味
に
於
て
も
こ
れ
を
傍
観
し
て
居
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
否
！
　
仏
教
徒
に

於
て
こ
そ
他
の
如
何
な
る
人
道
主
義
者

よ
り
も
他
の
如
何
な
る
宗
教
人
よ
り

も
、
こ
れ
が
す
み
や
か
に
停
止
せ
ら
れ

ん
こ
と
を
叫
び
得
る
理
由
と
根
拠
が
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
仏
教
徒
は
他
の
如

何
な
る
重
要
な
任
務
お
も
中
止
し
て
核

実
験
再
開
の
停
止
に
有
効
な
働
き
か
け

を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

即『’べ，・

理
事
長
就
任
挨
拶

今
や
吾
々

は
、
内
外
共

　
に
重
大
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま

v
す
。
即
ち
、
国
際
情
勢
の
緊
張
は
少

紅
雛
難
隷
卿
凶
猛
ゲ
報

　
世
界
は
遂
に
滅
亡
え
の
道
を
辿
る
の

一　で
は
な
い
か
と
い
う
恐
怖
を
新
た
に

ψ
し
て
居
り
ま
す
。
吾
々
仏
教
徒
は
、

今
こ
そ
一
大
決
意
の
も
と
に
、
全
世

界
の
良
識
に
訴
え
、
人
類
の
非
願
た

　
る
平
和
国
土
の
建
設
に
最
大
の
努
力

を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
一
方
国
内
に
眼
を
転
じ
て

今
日
の
社
会
情
勢
を
見
る
と
き
、
久

し
く
言
い
ふ
る
さ
れ
て
来
た
、
思
想

　
　
　
　
　
　
来
　
馬
　
道
　
断

の
治
乱
や
道
義
の
頽
廃
は
、
殆
ん
ど

改
善
さ
れ
た
跡
な
く
、
千
数
百
年
の

間
、
国
民
精
神
の
背
骨
と
な
っ
て
き

た
仏
教
直
撃
の
不
振
低
調
さ
を
嘆
か

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
他
吾
々
に

最
も
身
近
か
な
問
題
と
し
て
、
例
え

ば
最
近
の
墓
地
の
問
題
、
解
放
農
地

の
問
題
等
が
山
積
し
て
お
り
、
こ
れ

が
解
決
は
、
全
日
仏
傘
下
の
各
団
体

が
一
致
結
束
、
同
一
歩
調
で
、
慎
重

且
つ
強
力
に
、
対
処
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
肖
私
は
、
今

回
測
ら
ず
も
理
事
長
の
重
責
を
汚
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
希
く
は
、

大
方
の
御
支
援
に
よ
り
誠
心
誠
意
、

そ
の
任
務
に
微
力
を
捧
げ
た
い
と
念

願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

二
仏
評
議
員
会
開
催

新
会
長
に
大
谷
光
照
師
を
選
出

副
会
長
、
理
事
等
も
き
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
の
た

め
か
ね
て
加
盟
各
宗
派
、
府
県
仏
教

会
、
団
体
に
対
し
評
議
員
の
推
せ
ん
を

依
頼
し
て
い
た
全
仏
当
局
で
は
、
去
る

九
月
四
日
午
后
一
時
よ
り
築
地
本
願
寺

会
議
室
に
お
い
て
、
新
評
議
員
に
よ
る

第
一
回
評
議
員
会
を
開
い
た
。
当
日
出

席
評
議
員
数
は
真
宗
木
辺
派
仲
井
義
照

歩
廊
九
十
名
で
こ
の
う
ち
四
十
四
通
が

委
任
状
で
あ
っ
た
。

　
会
議
は
先
づ
、
栗
本
総
務
局
長
に
よ

る
本
評
議
員
会
の
成
立
宣
言
に
始
ま

り
、
左
の
議
案
に
つ
い
て
順
次
議
事
が

す
す
め
ら
れ
た
。

一
、
会
長
、
副
会
長
推
戴
に
関
す
る
件

二
、
本
会
役
員
（
理
事
、
学
識
経
験
理

　
　
事
、
監
事
）
選
出
に
関
す
る
日

直
、
其
の
他

　
議
…
案
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
長
岡
慶

信
評
議
員
よ
り
提
案
あ
り
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
議
長
に
お
い
て
選
衡
委
員
を

指
名
し
、
選
取
委
員
会
に
お
い
て
決
定

し
て
は
如
何
と
諮
り
、
満
場
賛
成
し
、

成
立
し
た
。
又
役
員
め
選
出
に
つ
い
て

も
同
委
員
会
に
お
い
て
同
時
に
協
議
さ

れ
た
い
旨
提
案
あ
り
、
可
決
さ
れ
た
。

　
よ
っ
て
議
長
は
左
の
九
七
を
指
名

し
、
第
二
、
第
二
議
題
を
一
括
委
員
会
に

付
託
す
る
旨
を
宣
し
休
憩
に
入
っ
た
。

　
こ
の
間
、
左
の
九
委
員
は
別
室
で
協

議
を
し
た
。
阿
部
慶
昭
、
末
広
愛
日
、

来
馬
道
断
、
野
村
宗
春
、
小
野
塚
潤

澄
、
長
岡
慶
信
、
倉
持
秀
峰
、
山
本

杉
、
阿
部
竜
伝
氏

　
二
時
三
十
分
議
長
は
選
手
委
員
会
の

　
協
議
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
承
認
を

諮
り
、
満
場
一
致
こ
れ
を
諒
承
可
決
し

た
。会
　
長
、
大
谷
光
照
（
浄
土
真
宗
本
願

　
　
　
　
寺
派
）

副
会
長
、
古
川
大
航
（
臨
済
宗
妙
心
寺

　
　
　
　
派
）
清
水
谷
恭
順
（
聖
観
音

　
　
　
　
宗
）
宮
本
正
尊
（
学
識
経
験

　
　
　
　
者
）

理監続
い
て
、

つ
い
て
は
栗
本
総
務
局
長
よ
り
墓
地
問

題
の
現
状
に
つ
き
左
の
各
項
に
つ
い
て

報
告
、
説
明
が
あ
り
何
れ
も
諒
承
可
決

さ
れ
、
同
三
時
十
分
閉
会
し
た
。

　
④
口
頭
弁
論
の
経
過
に
つ
い
て

　
⑭
神
奈
川
県
下
に
お
け
る
強
行
埋
葬

　
　
の
事
例
報
告

　
の
墓
地
問
題
本
年
度
予
算
百
万
円
可

　
　
決
の
報
告
　
　
　
　
　
以
　
隠

事
、
来
馬
道
断
、
村
上
道
隆
、
芳

　
　
賀
達
宗
、
　
（
以
上
曹
洞
）
武

　
　
田
並
並
、
阿
部
慶
昭
、
清
水

　
　
祐
之
（
以
上
西
本
願
寺
）
訓

　
　
覇
信
雄
、
経
本
壬
寅
、
末
広

　
　
愛
邦
、
　
（
以
上
東
本
願
寺
）

　
　
宮
裡
顕
秀
（
妙
心
寺
）
竹
村

　
　
教
諭
（
智
山
）
平
林
宥
高

　
　
（
豊
山
）
津
田
実
雄
（
高
野
）

　
　
野
村
宗
春
（
浄
土
）
岩
野
真

　
　
雄
（
浄
本
）
山
中
前
面
（
天

　
　
台
）
加
賀
美
日
聰
（
日
蓮
）

　
　
秦
隆
真
（
京
都
）
蒲
池
繁

　
　
（
福
岡
）
倉
持
秀
峰
（
埼
玉
）

　
　
高
橋
隆
天
（
神
奈
川
）
蜜
藤

　
　
寿
雄
（
新
潟
）
間
野
敬
重

　
　
（
大
阪
）
山
本
杉
（
仏
婦
）

　
　
長
岡
慶
信
（
東
仏
）

事
、
藤
川
博
（
朝
日
生
命
）
木
全

　
　
大
孝
（
静
岡
）
米
山
久
（
仏
婦
）

　
　
第
三
項
議
案
（
其
の
他
）
に
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全
仏
新
役
員
が
決
定

理
事
長
に
来
馬
道
断
氏

理
事
会
で
　
常
務
理
事
も
選
出

　
全
仏
で
は
、
こ
の
ほ
ど
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
準
備
を
す
す
め
て
い

た
が
、
去
る
九
月
四
日
、
か
ね
て
推
せ

ん
を
依
頼
し
て
い
た
各
宗
派
、
府
県
仏

教
会
、
及
び
団
体
か
ら
の
評
議
員
に
よ

る
第
一
回
評
議
員
会
の
結
果
選
出
さ
れ

た
理
事
に
よ
る
第
一
回
理
事
会
を
、
九

月
十
四
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
左
の

要
領
に
よ
っ
て
築
地
本
願
寺
会
議
室
に

お
い
て
開
催
し
た
。
先
づ
栗
本
総
務
局

長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
い
て
本
会
定
数

に
対
し
出
席
十
七
名
、
委
任
状
四
通
で

あ
る
旨
報
告
、
本
理
事
会
の
成
立
を
宣

し
た
。

　
続
い
て
太
田
理
事
長
よ
り
挨
拶
あ

り
、
新
理
事
長
の
選
出
と
そ
の
方
法
に

つ
い
て
諮
っ
た
。

　
こ
の
時
、
長
岡
慶
信
理
事
よ
り
提
案

が
あ
り
在
京
宗
派
代
表
と
し
て
理
事
長

に
来
馬
道
断
氏
（
曹
洞
宗
々
務
総
長
）

を
推
せ
ん
し
、
会
に
諮
っ
た
が
、
全
員

一
致
で
こ
れ
を
諒
承
、
来
馬
氏
の
同
意

を
求
め
た
が
来
馬
氏
受
諾
し
、
こ
こ
に

全
日
本
仏
教
会
新
理
事
長
と
し
て
、
来

馬
道
断
氏
の
就
任
が
決
定
し
た
。
直
ち

に
新
理
事
長
の
挨
拶
あ
り
、
続
い
て
、

会
長
、
副
会
長
の
就
任
受
諾
に
関
し
報

告
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
こ
れ
を
諒
承

し
た
。

　
因
に
、
会
長
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

法
主
、
大
谷
光
照
師
、
副
会
長
は
古
川

大
航
師
（
妙
心
寺
派
管
長
）
清
水
谷
恭

順
師
（
聖
観
音
宗
浅
草
寺
貫
主
）
及
び

宮
本
正
尊
（
仏
教
学
者
）
の
各
氏
で
あ

る
。

　
続
い
て
、
議
事
は
五
逆
の
理
事
補
充

の
件
に
つ
き
八
名
の
選
衡
委
員
が
別
室

に
お
い
て
協
議
し
議
事
は
暫
時
休
憩
に

入
っ
た
。

　
十
一
時
理
事
会
が
再
会
さ
れ
、
長
岡

理
事
よ
り
選
書
の
結
果
、
左
の
五
氏
を

選
出
し
た
旨
報
告
に
あ
り
全
員
異
議
な

く
諒
承
し
た
。

阿
部
竜
伝
、
松
本
徳
明
、
塚
原
徳
応
、

岡
野
正
道
、
中
山
理
々

　
更
に
常
務
理
事
と
し
て
左
の
十
五
氏

が
選
出
さ
れ
諒
承
を
得
た
。

訓
覇
信
雄
、
末
広
愛
邦
、
阿
部
慶
昭
、

清
水
祐
之
、
来
馬
道
断
、
加
賀
美
日

聡
、
野
村
宗
春
、
岩
野
真
雄
、
平
林
宥

高
、
竹
村
重
壁
、
山
中
忍
海
、
長
岡
慶

信
、
倉
持
秀
峰
、
阿
部
竜
伝
、
山
本
杉

続
い
て
顧
問
及
び
参
与
の
推
せ
ん
に
移

っ
た
が
、
こ
の
議
案
は
後
日
の
常
務
理

事
会
に
一
任
す
る
こ
と
で
諒
承
。

　
な
お
逆
叉
三
局
長
は
そ
の
ま
ま
留
任

と
な
り
、
事
務
総
長
は
退
任
し
、
后
任

は
常
務
理
事
会
で
決
定
さ
れ
る
。
最
後

に
事
務
総
局
よ
り
諸
案
件
の
報
告
並
に

説
明
が
あ
り
、
夫
々
諒
承
可
決
さ
れ
た

が
そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

総
務
局
関
係

　
1
全
仏
墓
地
問
題
対
策
特
別
会
計
の

　
　
決
算
並
に
予
算
の
報
告
及
び
説
明

　
2
在
家
仏
教
協
会
の
本
会
脱
会
の
件

　
3
浄
土
宗
本
派
執
事
長
、
全
仏
常
務

　
　
理
事
、
千
々
和
宝
天
氏
逝
去
の
件

組
織
局
関
係

　
核
実
験
再
開
禁
止
に
つ
い
て
九
月
十

　
三
日
午
後
三
時
よ
り
開
か
れ
た
社
会

　
問
題
委
員
会
で
決
定
し
た
左
の
結
論

　
に
つ
い
て
狩
野
組
織
局
長
よ
り
報
告

が
あ
り
た
。

　
1
全
仏
と
し
て
と
り
あ
え
ず
、
声
明

　
　
書
を
発
表
し
て
仏
教
徒
の
意
志
表

　
　
示
を
行
う
。

　
2
核
実
験
再
開
禁
止
平
和
運
動
と
し

　
　
て
全
美
は
人
類
の
破
滅
を
未
然
に

　
　
防
ぐ
た
め
、
恒
久
的
全
国
民
運
動

　
　
に
も
り
上
げ
よ
う
。

　
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
常
務
理
事
会
、
並
に
各
種
合
同
委

員
会
を
開
催
の
上
別
途
に
善
処
し
、
声

明
文
草
案
は
事
務
局
に
一
任
す
る
こ
と

で
諒
承
し
た
。

国
際
局
関
係

　
第
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
仏
教

　
代
表
派
遣
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
柳

　
部
長
よ
り
報
告
並
に
経
過
説
明
ボ
あ

　
り
午
前
十
一
時
五
十
五
分
本
理
事
会

　
を
閉
会
し
た
。

　
な
お
、
本
理
事
会
出
席
理
事
は
左
の

十
七
氏
で
あ
る
。

来
馬
道
断
、
末
広
愛
邦
、
武
田
達
誓
、

阿
部
慶
昭
、
清
水
祐
之
、
高
橋
隆
天
、

長
岡
慶
信
、
間
野
敬
重
、
平
林
宥
高
、

（
代
）
、
山
中
藩
府
（
代
）
、
宮
遷
顕
秀

（
代
）
、
野
村
宗
春
、
加
賀
美
日
聡
、

岩
野
真
雄
、
山
本
杉
、
倉
持
秀
峰
、
阿

部
竜
伝
の
各
師
、
諸
仏
理
事
長
、
総
長

度
重
な
る
核
実
験
に

全
仏
が
声
明
を
発
表

　
全
仏
で
は
た
び
重
な
る
ソ
連
の
核

爆
発
実
験
に
対
し
こ
れ
を
遺
憾
と

し
、
去
る
九
月
十
三
日
午
后
三
時
よ

り
築
地
本
願
寺
会
議
室
に
社
会
平
和

委
員
会
を
招
集
し
、
核
実
験
に
対
す

る
全
章
声
明
草
案
を
慎
重
に
審
議

し
、
同
十
九
日
午
前
十
時
か
ら
開
催

さ
れ
た
常
務
理
事
会
の
決
定
を
経
て

同
日
内
外
に
左
の
よ
う
な
声
明
を
発

表
し
た
。
な
お
同
声
明
は
、
全
仏
加

盟
宗
派
、
府
県
仏
教
会
、
団
体
等
へ

流
さ
れ
た
外
、
駐
日
米
、
ソ
、
仏
、

英
各
大
使
館
へ
・
も
送
ら
れ
た
。

　
戸
　
　
明

我
々
仏
教
徒
は
仏
教
本
来
の
指
導

理
念
に
も
と
づ
き
、
世
界
平
和
と

人
類
幸
福
を
願
望
し
、
国
際
緊
張

の
緩
和
に
努
力
し
て
来
た
が
、
世

界
の
情
勢
は
希
望
に
反
し
て
悪
化

の
方
向
を
た
ど
り
遂
に
核
実
験
が

再
び
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
災
禍
を

蒙
る
憂
い
を
増
大
す
る
ぽ
か
り
で
な

く
、
度
重
な
る
実
験
を
通
じ
て
新
し

い
核
兵
器
が
開
発
さ
れ
、
核
戦
争
の

恐
怖
を
益
々
深
刻
な
ら
し
め
る
こ
と

を
恐
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
日
本
仏
教
徒

は
政
治
的
か
け
ひ
き
か
ら
で
な
く
全

た
く
人
道
の
立
場
か
ら
、
核
兵
器
そ

の
も
の
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
、

核
実
験
は
そ
の
理
由
の
如
何
を
問
わ

ず
、
世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に

対
す
る
重
大
な
る
脅
威
と
見
な
す
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
ソ
連
の
実
験
続

行
は
遺
憾
の
極
み
で
あ
る
が
、
米
国

の
実
験
再
開
宣
言
に
対
し
て
も
そ
の

翻
意
を
要
請
す
る
ソ
連
は
速
か
に
核

実
験
を
停
止
し
、
国
際
正
義
と
人
道

と
に
よ
る
国
際
秩
序
を
打
立
て
る
べ

く
協
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
望
す

る
。
　
昭
和
三
ム
⊥
ハ
年
九
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会

各
局
部
長
主
事
。

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
上
で

厳
粛
な
慰
躍
祭
行
わ
る

　
吉
報
の
ハ
ワ
イ
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
方

面
の
海
上
慰
霊
祭
は
七
月
一
日
夕
刻
、

南
太
平
洋
上
に
て
盛
大
且
厳
粛
裡
に
挙

行
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
旗
艦
あ
き
づ
き
上
に
は
艦
隊

司
令
三
上
作
夫
指
揮
の
下
に
全
員
が
整

列
し
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
裡
に
葬
送
曲

が
吹
奏
さ
れ
、
洋
上
に
消
え
た
数
百
万

の
英
霊
に
対
し
敬
礼
を
な
し
礼
砲
の
と

ど
ろ
く
中
に
三
上
司
令
に
よ
っ
て
全
仏

大
谷
会
長
の
弔
辞
が
朗
読
さ
れ
、
つ
い

で
海
中
に
花
束
、
香
、
散
華
、
写
経
等

が
投
ぜ
ら
れ
た
。

な
お
練
習
艦
隊
は
こ
の
ほ
ど
二
ヶ
月
余

に
上
る
実
務
を
終
え
無
事
帰
国
し
た
。

（
写
真
）
ハ
ワ
イ
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
洋

上
の
旗
艦
あ
き
づ
き
の
艦
板
に
て
行
わ

れ
た
慰
霊
祭
の
も
よ
う
。

尋
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元
京
大
文
学
部
長

文
　
学
　
博
　
士

　
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
開
放
さ
れ
る
こ
と

を
欲
求
し
て
い
る
も
の
が
、
求
め
で
そ

め
物
質
的
、
機
械
的
味
気
な
い
組
織
の

引
中
に
自
ら
と
び
・
込
ん
で
行
く
の
が
現
実

・
の
姿
で
は
な
卦
で
し
、
怯
う
か
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
何
か
と
い
う
と
、
サ

ラ
リ
ー
と
は
「
塩
」
と
い
う
こ
と
・
で
、

昔
塩
が
た
っ
と
か
っ
た
時
代
塩
の
値
段

が
す
べ
て
の
物
価
の
標
準
に
な
っ
て
い

た
コ
兵
隊
に
行
・
つ
て
も
そ
の
報
酬
は
塩

で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
現
物
で
は
困
る

の
で
、
後
に
塩
代
と
し
て
給
与
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
変
っ
て
い
っ
た
。
本
来

は
現
物
で
配
ぼ
ら
れ
た
も
の
が
、
だ
ん

だ
ん
塩
代
と
し
て
の
給
与
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
は
塩
を
も

ら
う
人
の
こ
と
で
あ
り
、
塩
鮎
を
も
ら

う
人
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
と
は
米
塩
の
．
料
を
か
せ
ぐ
た
め

に
…
機
械
に
な
る
こ
と
を
あ
ま
ん
じ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。

　
皆
、
競
っ
て
大
学
の
門
に
押
し
か
け

る
。
大
学
に
入
っ
て
ど
う
す
る
の
か
と
．

い
う
と
、
自
分
の
将
来
を
有
利
に
決
定

す
る
手
段
の
た
め
で
あ
る
。
自
ら
決
定

す
る
こ
と
、
つ
ま
り
機
械
化
さ
れ
る
こ

「
と
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
更
に

い
ヶ
な
ら
ば
、
自
分
の
能
力
を
商
品
と

し
て
判
り
渡
す
ご
ど
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
か
く
t
て
、
一
方
で
は
レ
ジ
ヤ
．
ー

レ
ジ
ヤ
ー
と
い
っ
て
自
由
と
、
開
放
を

叫
び
盗
ら
他
方
不
自
由
な
束
縛
の
機

原

随
　
　
園
，

械
組
織
の
中
に
自
ら
を
商
品
と
し
て
投

げ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
自
ら
の
生

涯
を
そ
の
道
に
売
り
渡
す
こ
と
を
目
的

と
．
し
て
大
学
に
行
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

勉
強
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
い
、
就
職
の

た
め
に
東
西
奔
走
し
て
い
る
の
が
実
情

で
あ
る
ま
い
か
。
自
分
を
ど
こ
に
売
り

渡
す
か
、
一
番
高
く
自
分
を
買
っ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
に
売
り
渡
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
課
長
と
な
り
部
長
と
な
る
こ

．
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
自
由
と
開
放

を
求
め
て
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る

が
、
そ
の
レ
ジ
ャ
ー
の
根
底
は
大
資
本

主
義
で
、
大
資
本
主
義
が
レ
ジ
ヤ
！
を

作
り
、
ブ
ー
ム
の
波
を
う
ご
か
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
結
局
人
間
を
自
由
に
し

開
放
し
よ
う
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

み
な
が
ら
や
つ
ば
り
、
大
資
本
主
義
の

機
械
組
織
の
中
に
流
れ
込
ん
で
い
く
。

自
由
と
束
縛
と
が
同
時
に
悪
循
環
を
く

り
返
し
て
い
る
の
が
現
実
の
姿
で
あ
る

と
思
う
。
か
く
の
如
く
人
間
は
、
ど
う

す
る
こ
と
も
出
来
な
い
決
定
論
の
中
で

生
活
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら

ば
、
只
こ
の
決
定
論
の
み
で
生
き
ら
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
に
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
。
人
間
に
は
エ
ス
プ
リ
、
即

ち
、
創
造
力
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
生

産
の
方
法
が
如
何
に
改
良
さ
れ
る
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
実
行
す
る
の
は
や
は

り
、
創
造
の
力
を
ま
つ
ほ
か
な
い
。
真

実
の
歴
史
の
姿
は
決
定
論
と
自
由
論
と

が
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
動
い
て
い
幽
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
故
、
決
定
論
が
最
竜
正
し
「
い
と

い
う
こ
と
も
誤
り
で
あ
る
が
、
人
間
は

本
来
自
由
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
誤
り

で
あ
る
。

　
仏
教
で
は
、
因
縁
と
い
う
こ
と
を
い

う
．
け
れ
ど
、
正
し
く
歴
史
は
因
果
の
道

．
理
に
し
た
が
っ
て
動
こ
い
て
い
る
。
こ

う
す
れ
ば
こ
う
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

ぽ
っ
き
り
し
た
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
人
間
の
生
活
の
中
に
は
、

は
っ
き
り
と
わ
り
切
れ
な
い
事
家
も
あ

る
。
社
会
と
い
う
共
同
体
の
中
で
は
、

共
同
の
責
任
と
い
ヶ
も
の
が
あ
っ
て
、

自
分
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
時
代
や
、

社
会
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
あ

る
。
　
マ
ル
グ
．
ブ
ル
グ
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の

歴
史
学
者
は
、
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
祖
先

に
似
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
時
代
に
似

て
い
る
」
と
い
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
の
性
格
は
、
祖
先
に
似
て

い
る
の
は
当
然
で
あ
る
演
、
よ
り
多
く

時
代
に
似
る
と
い
う
の
は
、
気
が
つ
か

な
い
間
に
間
接
の
縁
に
よ
っ
て
同
じ
国

に
生
れ
る
と
か
、
同
じ
時
代
に
生
を
受

け
、
縁
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は

生
起
し
て
い
る
。

　
仏
教
の
考
、
兄
方
は
非
常
に
深
い
人
間

の
実
相
を
掴
ん
で
い
る
も
の
と
思
う
。

　
叉
、
決
定
し
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て

動
こ
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
由
に

よ
っ
て
動
こ
い
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の

自
由
も
、
単
な
る
自
由
で
は
な
く
し

て
、
前
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
そ
う
さ
せ

る
と
こ
ろ
の
も
の
が
決
定
し
て
ゆ
く
の

で
、
こ
れ
が
宿
業
の
観
念
で
あ
み
。
つ

ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
し
ば
ら
れ
な
が

ら
、
新
ら
し
い
も
の
を
造
り
上
げ
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
造
ら
れ
た
も
の
に
よ

っ
て
古
し
ば
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
法
律
と
い
う
も
の
は
、
人

間
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
法

律
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
縛
ら
れ
て
ゆ

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
間
は
作
り
な
が

ら
作
ら
れ
し
ば
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
だ
か
ら
法
律
は
一
た
ん
作
ら
れ
た
ら

永
久
不
変
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う

に
、
勿
論
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
。

人
間
が
生
き
て
進
歩
し
、
社
会
も
人
間

と
共
に
動
こ
い
て
い
る
以
上
そ
れ
を
規

制
す
る
法
律
も
又
、
改
廃
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
人
間
の
自
由
の

精
神
で
あ
る
。
現
実
の
生
と
い
う
も
の

が
そ
う
い
う
面
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ

る
。
　
仏
教
に
お
い
て
真
俗
の
二
諦
を
説
く

が
こ
れ
は
、
真
実
を
理
解
す
る
道
と
，

現
実
に
処
す
る
道
を
教
え
た
も
の
と
考

え
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
先
づ
、
真
実
を
よ
く
理

解
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
実
に
処
し

て
、
実
践
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
教
え
で

あ
る
と
思
う
。

　
大
僧
正
慈
円
が
「
世
の
中
は
、
道
理

が
支
配
す
る
。
道
理
に
は
妙
見
の
道
理

と
い
う
も
の
が
あ
る
」
と
申
し
て
い
ま

す
b
　
妙
見
の
道
理
と
は
、
人
間
の
感
覚
で

は
触
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
世
界
、
即

ち
超
越
的
絶
対
者
と
触
れ
あ
う
世
界
を

指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

神
代
の
時
代
に
は
こ
の
妙
見
の
道
理
が

自
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
か
い
て
い
る
。

　
所
が
、
世
を
下
る
に
し
た
が
っ
て
、

妙
の
道
理
が
だ
ん
だ
ん
衰
え
て
、
人
々

は
妙
の
道
理
を
信
じ
な
く
な
っ
た
。
そ

し
て
、
見
の
道
理
の
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
見
の
道
理
も
、
昔

は
聖
人
賢
人
が
こ
う
い
っ
た
と
い
え
ぽ

人
々
は
な
る
程
と
、
素
直
に
そ
の
道
理

に
従
っ
た
。
け
れ
ど
も
世
が
下
っ
て
ゆ

く
と
共
に
そ
の
聖
賢
の
教
え
ど
い
う
も

の
は
き
か
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
・

政
治
的
権
力
を
握
っ
て
い
る
も
の
、
実
、

力
者
が
こ
う
だ
と
い
え
ぽ
、
そ
れ
が
道
・

理
と
し
て
通
っ
て
ゆ
く
、
け
れ
ど
も
現

在
は
、
そ
う
い
う
政
治
的
力
を
も
つ
て

い
る
も
の
の
道
理
さ
え
行
わ
れ
な
い
、

無
道
直
な
時
代
と
な
っ
た
と
い
う
の

が
、
末
法
思
想
で
は
あ
る
が
、
事
実
で

あ
り
ま
し
よ
う
。
現
在
は
正
し
い
妙
の

道
理
な
ど
は
地
を
払
っ
て
い
為
。
無
宗

教
の
生
活
と
い
う
も
の
が
正
に
「
そ
れ
で
・

あ
る
と
思
う
。
そ
れ
な
ら
見
の
道
理
は
・

ど
う
か
と
い
う
の
に
こ
れ
叉
は
つ
き
り

し
な
い
。
各
々
自
分
の
立
場
か
ら
の
…

み
、
す
べ
て
を
反
明
し
て
い
る
。
そ
の
、

よ
う
な
人
間
は
理
性
的
で
あ
る
と
同
時

に
非
合
理
な
も
の
で
あ
る
。
ル
ソ
ー
は

こ
う
い
っ
て
い
ま
す
「
人
間
の
科
学
知

識
は
進
歩
す
る
。
し
か
し
、
人
間
の
芸

術
、
道
徳
は
だ
ん
だ
ん
退
歩
す
る
」
と

　
つ
ま
り
、
知
識
は
次
か
ら
次
え
と
発

展
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
人

間
は
文
明
に
な
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
道
徳
や
芸
術
は
一
向
に
進
歩
し
な

い
。
こ
れ
が
人
間
の
知
識
と
智
慧
、
つ
一

ま
り
、
ノ
リ
ッ
ジ
と
イ
ン
．
テ
リ
ジ
エ
ン

ス
の
違
い
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
一

方
は
ど
こ
ま
で
も
前
進
し
て
や
ま
ぬ
も
・

の
、
こ
れ
が
現
代
の
姿
で
あ
り
ま
す

が
、
ス
ペ
イ
ン
の
ナ
ル
テ
ガ
と
い
う
人

は
「
現
代
は
新
ら
し
い
野
蛮
時
代
で
あ
．

る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
ま
こ
と
に
真

実
を
穿
つ
た
言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。　
知
識
は
進
ん
で
原
子
力
も
発
明
、
発

見
さ
れ
る
時
代
で
す
が
、
そ
の
原
子
力
「

・
に
よ
っ
て
い
つ
人
間
は
、
全
滅
す
る
か

わ
か
ら
な
い
と
い
う
不
安
に
戦
い
て
い

る
の
が
現
状
で
、
こ
れ
即
ち
、
新
ら
し

い
野
蛮
時
代
と
い
う
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま

す
。　
核
爆
発
を
無
制
限
に
す
れ
ば
、
人
類

は
滅
亡
す
る
の
で
あ
る
か
ら
核
戦
争
な
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ど
起
ち
な
い
だ
ろ
う
と
、
た
か
を
く
く

・
つ
て
い
て
も
、
戦
争
が
起
れ
ば
人
間
の

非
合
理
性
と
い
う
も
の
は
い
つ
、
ど
う

変
る
か
わ
か
っ
た
も
の
で
は
な
・
い
。

　
日
本
が
第
二
次
大
戦
に
敗
れ
た
原
因

・
も
、
そ
の
非
合
理
性
の
爆
発
に
ま
っ
て

、
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
そ
ん
な
こ
と
は

人
道
上
よ
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か

り
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て

す
る
、
．
そ
う
い
う
も
の
を
人
間
は
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
人
間
の
非

合
理
性
で
あ
る
。

　
知
識
は
ど
ん
ど
ん
進
む
け
れ
ど
も
道

徳
は
進
ま
な
い
と
，
い
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
と
い
う
と
、
、
前
者
は
人
間
を

．
ひ
ろ
め
る
方
向
で
あ
る
に
対
し
、
後
者

は
人
間
を
深
め
る
方
向
な
の
で
あ
る
。

こ
の
両
者
淋
平
行
し
て
進
ん
で
ゆ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
知
識

の
面
で
は
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
現
実
に
お
い
て
は
や
は
り
、
知
識

の
面
だ
け
が
独
走
す
る
の
で
あ
る
。
い

．
か
な
る
時
代
で
も
こ
の
両
者
は
平
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
の
も
の
で
、
人

間
が
人
間
と
し
て
正
し
く
あ
る
べ
き
姿

・
を
掴
む
と
い
う
こ
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま

の
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
人
間

と
し
て
最
も
必
要
な
反
省
の
方
向
で
な

け
れ
憾
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
人
間

の
反
省
と
い
う
も
の
は
、
知
識
さ
え
進

め
ば
、
文
明
に
な
り
、
文
明
に
さ
え
な

れ
ば
人
類
の
欲
求
の
全
部
が
満
足
さ
れ

る
如
く
妄
認
し
て
、
人
間
自
身
、
自
分

自
ら
を
如
何
に
し
て
深
め
る
か
ど
い
う

こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
こ
し
も
考
え
な

い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
私
は
こ
の
間
の
道
理
を
弁

え
た
も
の
が
自
ら
実
践
し
て
ゆ
く
よ
り

．
ほ
か
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
つ
ま
り
人

間
そ
の
も
の
を
深
く
反
省
す
る
と
同
時

に
人
間
が
理
性
的
で
あ
る
一
面
、
非
合

、
理
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
認
識
し
、
そ
の
上
で
ど
う
し
た
ら

そ
の
非
合
理
的
な
も
の
を
克
服
し
て
、

合
理
的
な
も
の
に
進
み
う
る
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
F
か
。
そ
れ
に

は
、
仏
教
の
歴
史
に
お
い
て
夫
々
発
展

段
階
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
社
会
の
事
情

を
よ
く
洞
察
し
社
会
の
実
情
に
即
し
て

進
ん
で
行
く
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
．
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
宗
学
な
ど
に
い
わ
ゆ
る
伝
統
が
出

来
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
観

念
的
研
究
は
大
変
進
ん
で
い
る
の
で
あ

り
ま
す
が
、
観
念
的
研
究
と
い
う
も
の

は
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
現
実
の
生
活
か

ら
遊
離
し
て
空
疎
な
も
の
と
な
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
正
し
い
、
そ
れ
は
正
し

く
な
い
と
い
う
よ
う
な
論
争
ば
か
り
ゃ

つ
て
い
て
、
、
そ
れ
が
真
実
の
停
滞
し
て

い
る
原
因
で
は
な
い
か
と
思
う
。
．
す
ぐ

異
安
心
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
れ

る
け
れ
ど
。
だ
か
ら
真
宗
の
ほ
う
の
方

で
画
学
の
研
究
を
す
る
も
の
が
少
な

い
。
原
始
仏
教
だ
と
か
、
逸
に
角
岩
学

と
関
係
の
な
い
よ
う
な
も
の
を
研
究
し

・
て
い
る
。
あ
れ
だ
け
の
学
者
が
い
る
の

だ
か
ら
、
ほ
ん
と
に
必
要
な
真
宗
学
な

ら
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て
く
れ
た
ら
と

思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
う
り
か
り
ゃ

る
と
異
安
心
で
や
ら
れ
る
か
ら
、
し
た

が
っ
て
、
そ
お
い
う
危
険
の
な
い
安
全

地
帯
で
研
究
を
や
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

ふ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
。
や
っ
ぱ

り
、
仏
教
に
お
い
て
は
事
理
相
応
し
た

実
践
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
私
は
武
田
達
誓
君
に
い
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
「
も
う
御
遠
忌
も
済
ん
だ
、

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
、
こ
う
い
う
時

は
実
践
を
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
、
例
え
ば
全
国

の
真
宗
寺
院
に
指
令
を
出
し
て
、
一
定

の
時
刻
に
鐘
を
な
ら
さ
せ
る
L
。
　
っ
の
」

鐘
も
百
貨
店
や
、
梵
鐘
屋
に
あ
る
時
は

・
商
品
で
す
。
だ
が
一
旦
そ
れ
が
寺
に
お

さ
ま
っ
た
か
ら
は
商
品
で
は
な
い
。
又

商
口
仰
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

法
器
で
あ
る
。
・
法
器
と
は
宗
教
行
事
を

行
う
神
聖
な
道
具
で
、
装
飾
品
で
は
な

い
。
寺
に
つ
っ
て
あ
る
梵
鐘
が
装
飾
品

な
ら
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
ぶ
ら
下
げ

て
お
く
必
要
は
な
い
。

　
私
は
寺
院
に
住
む
宗
教
家
が
、
自
分

の
道
場
に
お
い
て
現
実
に
仏
と
共
に
生

活
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

実
践
を
も
つ
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　
今
や
馬
こ
の
世
界
は
意
識
す
る
と
し

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
唯
物
論
的
な
も
の

に
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

自
由
と
い
う
名
の
も
と
に
我
見
、
我
執

が
横
行
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
ま
す
。

　
自
己
の
生
命
の
よ
っ
て
来
る
と
こ
ろ

の
深
い
こ
と
を
知
ら
ず
、
他
人
の
生
命

の
尊
重
す
べ
寒
こ
と
を
も
知
ら
な
い
よ

う
な
、
そ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
る
現

代
に
最
も
必
要
な
こ
と
は
何
で
あ
る
か

と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身

　
　
ヤ
が
、
そ
の
宗
教
的
道
理
を
実
践
す
る
以

外
に
道
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

宗
教
的
道
理
の
実
践
と
は
何
で
あ
る

か
、
そ
れ
は
、
自
分
が
仏
と
共
に
あ

る
、
自
分
は
仏
に
な
る
の
で
あ
る
と
い

う
自
覚
を
も
つ
て
、
夫
々
の
寺
院
道
場

に
修
行
す
る
こ
と
こ
れ
で
あ
り
ま
し
よ

う
Q
．

　
も
し
、
魂
の
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な

生
活
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
く
ら
宗
教
が

必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
単

に
空
論
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
ロ
ー
マ
の
キ
ケ
ロ
は
「
人
間
に
は
、

悲
し
い
こ
と
に
耳
が
二
つ
あ
る
」
と
申

し
て
お
り
ま
す
。

　
一
つ
だ
け
な
ら
聞
い
た
こ
と
が
身
体

に
止
っ
て
い
る
が
、
二
つ
あ
る
の
で
｝

方
か
ら
入
っ
た
こ
と
が
、
一
．
方
に
逃
げ

て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
を
い
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
お
よ
そ
、
観
念
の

世
界
と
い
う
も
の
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
で

あ
る
。
宗
教
の
真
実
を
ほ
ん
と
に
自
分

自
身
に
つ
け
て
こ
そ
、
始
め
て
私
は
意

味
が
出
て
来
る
も
の
と
思
う
。

　
私
が
総
長
に
そ
う
い
っ
た
の
は
、
手

近
か
な
、
卑
近
な
所
か
ら
ふ
み
込
ん
で

行
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
が
開
け
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。　
そ
れ
を
考
え
て
始
め
て
、
か
の
シ
ユ

バ
イ
ッ
ア
が
い
っ
た
よ
う
に
、
倫
理
的

な
も
の
、
誠
実
な
も
の
を
説
く
の
は
、

そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
現
代
の
文
明
が
支

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。

　
そ
の
よ
う
な
倫
理
や
、
誠
実
の
底
に

あ
る
も
の
が
、
私
は
宗
教
的
な
も
の
で

あ
る
と
思
う
、
そ
れ
は
一
言
に
し
て
い

え
ば
「
絶
対
者
と
対
決
す
る
も
の
を
持

つ
」
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　
私
は
新
ら
し
い
宗
門
人
を
養
成
す
る

教
育
、
或
は
教
学
の
面
に
お
き
ま
し
て

も
、
逸
に
角
も
つ
と
実
践
と
　
い
う
こ
と

を
や
か
ま
し
く
し
、
現
実
の
場
に
妥
当

す
る
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が
現
代
の

宗
教
者
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
痛
切
な
課

題
で
は
な
い
か
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
ど
う
か
皆
さ
ま
も
、
自
重
自
愛
さ
れ

ま
し
て
、
現
代
の
こ
の
精
神
的
不
安
、

混
乱
を
救
う
も
の
、
は
自
分
た
ち
を
措
い

て
他
に
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
責
任
に

お
い
て
御
精
進
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
　
　
」

　
伝
教
大
師
が
山
家
学
生
式
に
お
い
て

い
わ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
　
「
社
会
の
細

々
と
し
た
一
心
を
照
す
人
間
之
な
る
」
’

御
精
神
に
深
く
思
い
を
い
た
し
↓
現
代

を
よ
り
よ
い
世
界
に
し
、
一
歩
で
も
非

合
理
な
も
の
を
克
服
し
て
合
理
的
な
も

の
に
化
し
て
ゆ
く
よ
う
実
践
し
て
頂
き

た
い
と
念
願
し
て
や
ま
ぬ
次
第
で
あ
り

ま
す
。
（
以
上
）

　
観
世
音
菩
薩
像

　
　
　
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
仏
教
会
へ

　
か
ね
て
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
仏
教
会

（
会
長
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
テ
ニ
イ
氏
）

の
要
請
に
よ
っ
て
全
仏
を
通
じ
て
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
聖
観
世
音
菩

薩
像
｝
躯
は
、
そ
の
后
送
付
方
法
で
苦

慮
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
来
日
中
の

ウ
イ
ー
ン
仏
教
会
長
フ
ソ
ガ
ー
・
ラ
イ

ダ
ー
師
と
話
し
合
い
が
っ
き
、
■
同
価
の

帰
国
に
際
し
て
託
送
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。
な
お
提
供
元
の
国
際
平
和

観
音
鑛
仰
会
（
会
長
古
川
為
三
郎
氏
）
．

で
は
同
門
の
大
塚
道
光
師
が
過
日
F
・

ラ
イ
ダ
ー
氏
と
面
会
し
、
次
回
ウ
イ
ー

ン
仏
教
会
へ
贈
る
観
世
音
菩
薩
像
の
件

に
つ
い
て
も
懇
談
し
受
入
れ
に
つ
い
て

同
氏
の
諒
解
を
得
た
。

故
セ
イ
ロ
ン
首
相
を
偲
ん
で

　
大
使
館
で
追
悼
式

　
昨
年
不
慮
の
死
を
と
げ
た
セ
イ
ロ
ン

首
相
故
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
氏
を
し
の
ん

で
、
九
月
二
十
六
日
午
後
四
時
四
十
五

分
東
京
神
田
の
セ
イ
ロ
ン
大
使
館
で
し

め
や
か
な
追
悼
式
が
行
わ
れ
た
。
式
は

フ
オ
ソ
セ
カ
大
使
の
発
声
で
ご
分
間
の

目
疇
が
成
さ
れ
、
つ
い
で
野
田
卯
一
日

本
セ
イ
ロ
ン
協
会
貫
長
、
岩
本
勝
俊
最

乗
寺
貫
主
、
ら
の
順
で
次
々
に
追
悼
の

こ
と
ば
が
の
べ
ら
れ
、
終
っ
て
大
使
の

答
礼
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
が
焼
香
し

て
閉
式
と
な
っ
た
。
な
お
全
仏
か
ら
も

柳
部
長
、
鎌
田
主
事
が
参
列
し
た
。
・
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野
仏
顧
問
、
参
与
き
ま
る

第
一
回
　
常
務
理
事
会
開
催
さ
る

新
事
務
総
長
に
白
山
亮
一
氏

　
全
仏
の
新
任
常
務
理
事
に
よ
る
第
一

回
常
務
理
事
会
は
、
九
月
十
九
日
午
前

十
時
よ
り
東
京
築
地
サ
ボ
イ
で
開
か

れ
、
左
の
議
題
に
つ
い
て
夫
々
協
議
さ

れ
た
。

　
先
づ
未
決
定
と
な
っ
て
い
た
後
任
事

務
総
長
に
白
山
亮
一
氏
（
大
谷
派
宗
会

議
員
）
が
決
定
し
た
旨
報
告
さ
れ
諒
承

さ
れ
た
。
な
お
終
っ
て
白
山
新
事
務
総

長
が
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
な
し
た
。

　
な
お
当
日
の
出
席
者
は
、
左
の
十
名

で
委
任
状
は
小
名
で
あ
っ
た
。

出
席
老
、
来
馬
道
断
、
倉
持
秀
峰
、
末

広
愛
邦
、
山
本
杉
、
平
林
宥
高
、
岩
野

真
雄
、
白
山
亮
一
、
阿
部
竜
伝
、
野
村

宗
春
、
清
水
祐
之
の
各
氏
、
全
書
各

局
長
、
部
長
、
主
事
　
　
　
　
　
　
．

　
議
題

ユ
、
各
種
専
門
委
員
選
出
に
関
す
る
件

　
各
種
専
門
委
員
会
の
存
続
に
つ
い
て

　
は
意
義
な
く
諒
承
さ
れ
、
そ
の
委
員

　
の
選
衡
に
つ
い
て
は
事
務
当
局
で
案

　
を
練
り
、
改
め
て
常
務
理
事
会
に
上

　
程
す
る
こ
と
を
決
議
諒
承
し
た
。

2
、
核
実
験
再
開
禁
止
に
関
し
、
声
明

　
丈
の
発
表
に
関
す
る
件

　
こ
れ
は
、
か
ね
て
全
仏
社
会
問
題
委

　
員
会
に
お
い
て
決
定
を
み
た
核
実
験

　
再
開
禁
止
に
関
す
る
仏
教
徒
と
し
て

　
の
声
明
文
を
当
局
に
一
任
せ
ら
れ
て

　
い
た
も
の
で
、
声
明
文
に
つ
い
て
狩

　
野
組
織
局
長
よ
り
説
明
あ
り
、
時
を

移
さ
ず
本
声
明
文
（
別
偶
）
を
全
仏
傘

下
各
宗
派
団
体
等
に
配
布
す
る
こ
と
を

決
定
諒
承
し
た
。

3
、
第
六
回
世
界
仏
教
徒
会
麟
派
遣
、

　
日
本
代
表
に
関
す
る
件

　
石
川
国
際
局
長
不
在
の
た
め
、
代
つ

　
て
柳
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
カ
ン

　
ボ
ヂ
ヤ
の
招
請
先
よ
り
正
式
代
表
三

　
名
の
通
告
に
つ
い
て
、
そ
の
選
静
静

　
法
に
関
し
て
諮
っ
た
が
、
結
論
と
し

　
て
更
に
一
層
具
体
的
な
回
答
が
カ
ソ

　
ボ
ヂ
や
当
局
よ
り
来
る
の
を
ま
っ
て

　
改
め
て
常
務
理
事
会
に
か
け
る
こ
と

　
で
諒
承
決
定
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
他
の
議
題
と
し
て
左
の

二
項
が
協
議
決
定
さ
れ
た
。

國
、
全
仏
顧
問
、
参
与
の
件

1
、
先
づ
顧
問
に
は
左
の
十
二
各
が
決

　
定
さ
れ
た
。

　
大
谷
光
暢
、
椎
尾
黒
羽
、
長
井
真

　
琴
、
高
階
朧
仙
、
増
缶
日
遠
、
岸
信

　
宏
、
鴇
昌
清
、
小
野
清
一
郎
、
石
橋

　
湛
山
、
松
村
謙
三
、
正
力
松
太
郎
、

　
山
田
日
真
の
各
氏
　
　
　
　
以
　
上

2
、
ま
た
参
与
に
は
左
の
十
六
名
が
決

　
定
し
た
。

　
大
谷
二
瀬
、
草
葉
隆
円
、
大
谷
よ
し

　
雄
、
安
藤
覚
、
北
畠
教
真
、
中
野
文

　
門
、
小
柳
牧
衛
、
赤
松
常
子
、
前
田

　
義
雄
、
田
中
栄
一
、
清
沢
俊
英
（
以

　
上
衆
参
両
院
議
員
）
佐
々
木
泰
翁
、

　
友
松
円
諦
、
太
田
淳
昭
、
大
村
仁

　
道
、
渡
辺
真
海
（
以
上
前
理
事
長
及

　
事
務
総
長
）

二
、
弓
丈
仏
教
百
科
辞
典
の
件

　
こ
れ
は
資
金
難
の
た
め
鈴
木
財
団
に

　
任
せ
る
話
が
あ
る
が
如
何
に
し
た
ら

　
よ
い
か
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
た
が

　
鈴
木
財
団
と
の
具
体
的
条
件
等
に
つ

　
い
て
全
仏
理
事
長
、
西
義
雄
氏
、
阿

　
部
竜
伝
師
、
栗
本
局
長
、
中
山
理
々

　
氏
等
が
財
団
側
と
話
し
合
い
を
し
た

　
上
で
改
め
て
常
務
理
事
会
に
か
け
協

　
議
す
る
宅
と
で
諒
承
し
た
。

　
以
上
を
も
つ
て
常
務
理
事
会
を
終
了

し
平
林
宥
高
、
野
村
宗
春
の
両
常
務
理

事
が
当
日
の
署
名
委
員
と
な
っ
た
。

　
第
六
回
世
界
仏
教
徒
会
議
の
日
程
が

こ
の
ほ
ど
ビ
ル
マ
の
世
界
連
盟
本
部
か

ら
送
ら
れ
て
来
た
。
日
程
は
左
の
通
り

　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
大
会
日
程
（
概
略
）

十
一
月
十
二
日
（
日
）
午
前
七
時

　
　
ラ
ヂ
オ
等
で
大
会
開
幕
の
通
報

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
半
よ
り

　
　
仏
教
賛
歌
、
開
会
の
辞
、
メ
ッ
セ

　
　
ー
ヂ
披
露
等

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時
よ
リ

　
　
宗
教
大
臣
、
仏
教
会
長
、
世
界
連

　
　
盟
会
長
の
演
説
、
大
会
委
員
選
出

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
よ
り

　
　
宗
教
大
臣
主
催
晩
餐
会

「
第六回世界仏教徒会議

　　日．程野きまる

十
一
月
十
三
日
～
同

十
五
日
ま
で

　
　
大
会
々
場
に
て

　
　
着
座
会
議

十
隔
月
十
六
日
（
木
）

午
前
中
会
議

　
　
　
午
後
閉
会
式

・
　
　
十
七
日
（
金
）

午
前
八
時
三
十
分

　
　
各
国
代
表
王
室

　
　
に
て
国
王
妃
殿

　
　
下
に
接
見
、
王

　
　
宮
訪
問
、
シ
ル

　
　
バ
ー
パ
ゴ
ダ
に
て
画
帖
。

　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分

　
　
国
立
博
物
館
、
大
仏
塔
等
参
詣
，

　
　
　
　
　
　
午
後
五
時
三
十
分

　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
仏
教
会
主
催
お
茶
の

　
　
会
　
於
ホ
テ
ル
「
ロ
イ
ヤ
ル
」

十
一
．
且
十
八
日
（
土
）
午
前
七
時
よ
り

　
　
シ
エ
ム
・
ラ
ッ
プ
観
光
に
出
発

　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
午

　
　
コ
ン
ポ
ソ
チ
ヤ
ム
州
知
事
主
催
昼

　
　
餐
会

十
一
，
月
十
九
日
（
日
）
午
前
八
時
よ
リ

　
．
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
観
光

　
　
　
　
　
　
午
後
八
時
よ
り

　
　
シ
エ
ム
・
ラ
ッ
プ
知
事
の
晩
餐
会

十
一
月
二
十
日
（
月
）
午
後
四
時
，

　
　
コ
ソ
ボ
ソ
チ
ャ
ム
町
区
内
観
光
、

　
　
終
っ
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
へ
か
え
る

十
國
月
廿
一
日
（
火
）
午
前
中
　
自
由

　
　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
よ
リ

　
　
メ
ナ
ム
河
の
水
ま
つ
り
に
出
席

十
閣
月
廿
二
日
（
水
）
外
国
代
表
帰
国

　
な
お
右
大
会
派
遣
日
本
仏
教
代
表
の

二
上
委
員
会
は
近
日
中
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
イ
ン
ド
に
お
け
る

仏
跡
巡
拝
の
一
切
の
世
話
を
す
る
、
イ

ン
ド
大
菩
提
会
事
務
総
長
D
。
ヴ
ア
リ

シ
ソ
バ
氏
か
ら
は
、
日
本
代
表
を
心
か

ら
歓
迎
す
る
旨
の
書
面
が
す
で
に
全
仏

国
際
局
へ
と
ど
い
て
い
る
。

　
　
台
風
御
見
舞
い

　
こ
の
ほ
ど
中
部
日
本
を
縦
断
し
て

各
地
に
大
き
な
被
害
を
与
え
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
に
消
滅
し
た
「
第
二
室
戸
台

風
」
は
、
高
野
山
、
比
叡
山
等
の
各

回
大
本
山
を
は
じ
め
各
寺
院
等
に
電
、

甚
大
な
る
損
害
を
与
え
た
が
、
全
仏

事
務
総
局
役
員
一
同
、
一
日
も
早
く

復
旧
さ
れ
旧
来
に
勝
っ
て
為
法
に
御

精
進
さ
れ
ん
こ
と
を
乞
消
し
、
蝕
に

本
紙
上
を
以
っ
て
擁
し
ん
で
御
見
舞

申
上
げ
ま
す
。
F

社
会
問
題
委
員
会
開
催

　
世
界
人
類
を
恐
怖
と
不
安
の
ど
ん
底

に
お
と
し
入
れ
た
米
、
ソ
両
国
の
核
実

験
の
再
開
に
対
し
、
仏
教
徒
の
立
場
か

ら
停
止
を
要
望
す
る
た
め
全
日
本
仏
教

会
で
は
樗
才
十
三
日
午
后
三
時
よ
り
築

地
本
願
寺
会
議
室
に
お
い
て
社
会
問
題

委
員
会
を
開
い
て
対
策
を
協
議
し
た
◎

　
そ
の
結
果
、
こ
れ
が
停
止
要
請
は
仏

教
の
根
本
理
念
た
る
因
果
律
の
上
か
ら

見
て
も
遺
伝
的
に
子
孫
に
影
響
す
る
被

害
の
甚
大
な
る
事
を
思
い
、
仏
教
徒
は

こ
れ
を
停
止
せ
し
め
、
禁
止
せ
し
め
る

た
め
永
久
的
、
且
つ
強
力
な
る
平
和
運

動
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
、
と
の
結
論

に
達
し
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
委
員
会

で
は
近
来
ま
れ
に
み
る
激
論
が
斗
わ
さ

れ
た
。

　
し
か
し
仏
教
徒
の
平
和
運
動
は
あ
く

ま
で
も
人
道
的
、
道
義
的
観
点
に
立
っ

て
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
政
治
問
題
に

捲
き
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点

で
一
致
を
見
、
と
り
あ
え
ず
声
明
文
を

発
表
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
9
　
－

　
こ
の
決
議
は
事
務
当
局
よ
り
社
会
問

題
委
員
会
決
議
事
項
と
し
て
過
般
ひ
ら

か
れ
た
常
務
理
事
会
に
報
告
さ
れ
た
β

な
お
当
日
の
出
席
委
員
は
左
の
各
氏
で

あ
る
。

　
松
本
徳
明
、
安
藤
覚
、
浜
田
本
悠
、

吉
田
敬
直
、
堤
敏
郎
、
徳
沢
竜
潭
、
太

田
理
事
長
、
大
村
総
長
、
狩
野
、
栗
本

ザ
両
局
長
、
別
所
、
柳
う
吉
井
各
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

．
冶
ミ
、
、
乏
ミ
、
“
、
㌧
《
、
、
・
ミ
箋
、
群
ミ
～
、
“
ミ
、
、
、
・
㌧
ミ
噂
、
’

《
　
音
楽
に
よ
る
伝
道
を
！
勾

（
ム
レ
〒
ド
　
，
・
三
五
〇
見

～
　
　
「
あ
x
こ
の
よ
ろ
こ
び
」
裏
面
鰯

　
　
　
「
の
り
の
み
や
ま
」
　
　
　
　
μ

内
△
仏
教
徒
の
旗
　
．
　
喝

ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

仰
　
　
中
型

りρqツ〆”’，，’り’，，r轟鯉戸う，〃”う，〆’、’、

小
型

加
△
輪
袈
裟
（
野
仏
制
定
）

｛
△
全
野
魁
製
靖
（
餅
糊
遡

三
・
五
尺
×
一
丁
三
週
目

　
　
　
　
　
三
九
〇
円
》

一
・
八
尺
×
一
・
二
尺
泌

　
　
　
　
　
一
d
O
円
％

　
　
　
　
　
　
　
・
～

璽
蝿
、
、
し
、
、
ミ
♂
も
ミ
2
、
ぐ
、
、
、
ミ
、
　
こ
画
’
し
D
、
ミ
、
ミ
、
、
、
、
職
竃
’
急

　
　
　
　
（
．
ハ
ッ
チ
フ
ァ
イ
ル
）
～

　
　
　
　
　
　
一
部
　
二
〇
〇
円
V

以
上
い
つ
れ
も
送
料
共
　
　
　
　
ノ

御
申
込
み
は
　
・
　
　
（

　
全
日
本
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
％

　
　
　
振
替
東
京
三
七
六
〇
〇
番
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
電
話
東
京
五
四
高
三
三
重
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一
沖
縄
の
仏
教
事
情
i

強
い
創
価
学
会
の
勢
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

那
覇
市
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ヂ

　
沖
縄
仏
教
事
情
の
調
査
と
慰
霊
法
要

労
々
各
学
校
及
び
社
会
福
祉
資
設
視
察

の
目
的
で
八
月
中
旬
沖
縄
を
訪
れ
た
真

言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年
会
星
野
宥
清
宴

と
鴇
晃
秀
氏
の
両
名
は
、
八
月
十
七
日

空
路
N
W
機
で
帰
国
し
、
九
月
五
日
全

仏
事
務
局
へ
帰
国
の
挨
拶
労
々
報
告
の

た
め
来
隠
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
現
在
の
沖
縄
の
仏
教

界
の
活
動
情
況
は
全
た
く
停
頓
状
態
で

あ
り
、
布
教
師
の
数
は
き
わ
め
て
少
な

ぐ
二
、
三
を
数
え
る
程
度
で
あ
り
、
全

島
に
二
十
六
ヶ
寺
院
（
真
宗
、
浄
土

宗
、
古
義
真
言
宗
、
日
蓮
宗
）
が
あ
る

が
、
仏
教
連
合
会
の
よ
う
な
総
合
的

な
も
σ
は
意
志
の
疎
通
を
欠
い
て
お
り

結
成
さ
れ
て
は
い
な
い
と
云
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
現
在
創
価
学
会
の
侵

透
勢
力
は
非
常
に
強
力
な
も
の
に
な
り

層つ

ﾂ
あ
り
馬
賊
に
若
い
層
へ
の
働
き
か

け
は
大
ぎ
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
各
寺
院
も
本
土
の
仏
教
界
と
の
交

流
を
熱
望
し
て
お
り
今
后
の
相
互
交
流

を
熱
望
し
て
い
る
と
云
う
。
星
野
氏
ら

は
八
月
廿
一
日
那
覇
日
本
政
府
南
方
連

絡
事
務
所
を
訪
れ
来
島
の
挨
拶
を
な

し
、
懸
仏
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
手
渡

し
、
つ
い
で
琉
球
政
府
行
政
主
席
大
田

政
作
氏
、
那
覇
市
長
兼
次
佐
一
氏
米
国

民
政
府
高
等
弁
務
官
キ
ャ
ラ
ウ
エ
イ
中

将
各
氏
に
面
会
し
豊
山
派
鴇
管
長
思
潮

仏
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
手
交
し
種
々

懇
談
し
た
。
廿
三
日
に
は
沖
縄
遺
族
会

の
案
内
に
て
目
下
那
覇
市
首
里
に
建
設

中
の
平
和
観
音
建
設
地
へ
赴
い
た
。
こ

れ
は
山
田
真
山
画
伯
の
提
唱
に
よ
る
も

の
で
物
故
沖
縄
住
民
の
霊
を
慰
め
併
せ

て
世
界
平
和
を
実
現
す
る
意
図
の
も
と

に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
世
界
一
の
巨
大

な
銅
像
に
す
る
と
云
う
。
銅
像
は
一
九

六
四
年
迄
に
は
完
成
す
る
予
定
で
開
眼

式
に
は
本
土
か
ら
高
僧
を
招
い
て
行
い

た
い
意
向
で
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
沖
縄
仏
教
界
と
本
土
仏
教
界
が

日
航
機
の
就
航
が
決
定
さ
れ
た
今
日
一

層
交
流
を
密
に
し
、
共
に
為
法
に
尽
力

す
る
こ
と
が
切
望
さ
れ
る
。
な
お
全
仏

会
長
あ
て
に
那
覇
市
長
か
ら
左
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
託
さ
れ
た
。

　
　
メ
ッ
セ
ー
ヂ

　
御
懇
切
な
る
メ
ッ
セ
ー
ヂ
を
頂
き
有

難
く
拝
受
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
真
言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年

会
代
表
の
方
々
が
沖
縄
に
ま
で
お
越
し

下
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
対
し
心
か
ら
歓

迎
い
た
し
ま
す
。

　
忌
わ
し
い
戦
争
の
傷
痕
も
ど
う
や
ら

癒
え
て
八
十
万
県
民
平
和
を
渇
望
し
復

興
の
意
欲
に
燃
え
て
こ
こ
に
十
六
星

霜
、
同
胞
の
物
心
両
面
に
亘
る
御
支
援

御
援
助
に
よ
り
ま
し
て
今
日
に
観
る
あ

る
程
度
の
復
興
を
致
し
て
参
り
ま
し

た
。　
特
に
那
覇
市
街
は
一
木
一
草
に
い
た

る
ま
で
灰
燈
と
化
し
戦
争
は
破
壊
と
文

化
の
後
退
を
も
た
ら
す
の
み
で
、
地
獄

絵
さ
な
が
ら
の
観
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
幸
に
し
て
次
代
の
大
黒
柱
た
る
青
年

会
代
表
を
派
遣
せ
ら
れ
沖
縄
の
現
地
を

つ
ぶ
さ
に
調
査
さ
れ
る
に
あ
た
り
多
大

な
る
成
果
と
将
来
の
指
針
を
得
ら
れ
る

こ
と
を
望
み
、
又
私
達
も
そ
れ
に
対
し

ま
し
て
協
力
を
惜
し
ま
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
近
代
の
物
量
科
学
が
そ
れ
を
用
い
る

人
に
よ
っ
て
如
何
に
幸
、
不
幸
を
も
た

ら
す
も
の
で
あ
る
か
、
私
達
は
生
命
科

学
も
そ
れ
に
並
行
し
向
上
し
て
行
か
な

け
れ
ば
真
の
平
和
は
訪
れ
な
い
も
の
と

確
信
致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
沖
縄
の
こ
の
孤
島
に
二
百
数
十
ケ
所

の
慰
霊
塔
が
あ
っ
て
三
十
万
人
の
霊
を

な
ぐ
さ
め
戦
争
を
再
び
繰
返
す
こ
と
な

く
平
和
発
祥
の
地
た
ら
ん
と
同
胞
の
皆

さ
ん
と
共
に
相
提
携
し
て
い
き
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
契
機
に
岸
壁
共
よ
ろ
し
く
御

願
い
申
上
げ
、
御
貴
殿
の
絶
体
な
る
幸

福
と
御
繁
栄
を
祈
念
致
し
ま
し
て
御
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
昭
和
升
六
年
八
月
十
三
日

　
　
　
　
那
覇
市
長
　
兼
次
　
佐
一

　
全
日
本
仏
教
会

　
　
大
谷
光
暢
殿

　
渡
米
宗
教
視
察
団

　
　
　
　
十
月
廿
七
日
出
発
に
決
定

　
概
報
の
米
国
に
お
け
る
宗
教
事
情
を

視
察
す
る
日
本
宗
教
界
代
表
団
は
仏
教

界
よ
り
全
仏
前
事
務
総
長
、
東
京
都
議

会
議
員
大
村
仁
道
師
、
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
宗
会
議
員
高
辻
恵
雄
師
を
ふ
く
め

て
計
十
一
名
と
な
り
来
る
十
月
十
七
日

午
前
九
時
羽
田
発
日
航
機
に
て
出
発
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。
一
行
の
う
ち
五

名
は
米
国
よ
り
の
帰
途
中
南
米
各
地
を

経
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
入
国
し
、
宗
教
事
情

を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
て
来
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　
な
お
本
通
信
前
月
号
に
仏
教
界
代
表

高
辻
恵
雄
氏
の
氏
名
が
欠
除
さ
れ
、
ま

た
代
表
五
名
と
な
っ
て
を
り
ま
し
た
が

誤
り
で
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
ダ
ン
マ
パ
ー
ラ
百
年
祭

　
イ
ン
ド
大
菩
提
会
の
偉
大
な
る
創
設

者
ア
ナ
ガ
リ
カ
・
ダ
ソ
マ
パ
ー
ラ
師
の

生
誕
百
周
年
記
念
祝
典
が
一
九
六
生
年

に
イ
ン
ド
を
中
心
に
セ
イ
ロ
ン
等
で
盛

大
に
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ダ
ソ

マ
パ
ー
ラ
師
の
お
い
に
あ
た
る
ア
ヌ
ル

ダ
比
丘
が
こ
の
ほ
ど
来
日
し
、
同
祝
典

に
日
本
仏
教
徒
の
強
力
な
援
助
を
希
望

し
過
日
全
射
事
務
局
を
訪
れ
柳
国
際
部

長
と
懇
談
し
た
。
全
仏
と
し
て
は
国
際

委
員
二
等
に
諮
っ
た
上
で
出
来
得
る
範

囲
で
協
力
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
る
。

　
強
い
仏
教
に
対
す
る
関
心

　
　
　
阪
東
性
純
氏
英
国
か
ら
帰
る

　
若
き
仏
教
徒
と
し
て
将
来
を
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
阪
東
性
純
理
（
東
大

二
型
漫
遊
、
東
京
都
台
東
区
北
清
島
町

真
宗
大
谷
派
報
恩
寺
）
は
去
る
八
月
二

十
三
日
約
一
年
の
英
国
留
学
を
終
え
て

帰
国
し
た
が
、
ヨ
L
ロ
ツ
パ
特
に
英
国

に
お
け
る
仏
教
に
対
す
る
関
心
の
深
さ

に
は
非
常
に
驚
ろ
く
べ
き
も
の
が
あ
る

と
云
う
話
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
阪
東
氏
の
留
学
し
た
ナ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
の
あ
る
町
に
も
仏
教
会
が
．

あ
っ
て
中
心
と
な
っ
て
い
る
人
々
は
殆

ん
ど
ボ
若
い
人
が
こ
れ
に
当
っ
て
を

り
、
週
一
回
有
名
な
仏
教
学
者
を
招
い

て
講
演
会
な
ど
を
催
し
」
て
い
る
と
云

う
。
ま
た
氏
は
キ
リ
ス
ト
教
の
環
境
の

中
で
育
つ
た
と
云
わ
れ
る
一
学
生
と
合

い
種
々
対
談
し
た
が
、
カ
ト
リ
ヅ
ク
の

い
わ
ゆ
る
極
度
の
厳
格
さ
と
形
式
主
義

に
強
い
反
発
を
感
じ
た
そ
の
学
生
は
、

た
ま
た
ま
鈴
木
大
拙
博
士
の
「
禅
」
の

本
を
読
ん
で
仏
教
に
関
心
を
も
ち
は
じ

め
、
ど
う
し
て
も
日
本
へ
行
き
た
い
と

云
っ
て
い
た
と
い
う
。
い
つ
れ
に
し
て

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に
お
け
る
日
本
仏

教
学
に
禅
に
対
す
る
関
心
は
、
た
だ
単

に
東
洋
ブ
ー
ム
の
時
代
と
云
う
こ
と
ば

で
は
表
現
出
来
な
い
真
摯
な
す
る
ど
さ

を
持
つ
も
の
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
々
和
宝
天
師
逝
く

　
九
月
二
日
午
后
四
時
過
ぎ
総
本
山
知

恩
院
山
内
源
光
院
に
て
胃
ガ
ソ
の
た
め

遷
化
さ
れ
た
。
師
は
浄
土
宗
本
派
総
本

山
知
恩
院
の
執
事
長
の
要
職
に
あ
り
な

が
ら
全
山
常
務
理
事
、
並
に
同
関
西
事

務
局
事
務
総
長
を
歴
任
さ
れ
、
特
に
昭

和
三
十
四
年
十
月
知
恩
院
に
て
開
催
さ

れ
た
第
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
際

に
は
卒
輸
し
て
こ
と
に
当
り
、
一
千
名

に
上
る
代
表
に
対
し
て
種
々
便
宜
供
与

さ
れ
る
な
ど
全
仏
の
諸
行
事
に
は
す
す

ん
で
協
力
を
惜
し
ま
ず
、
日
本
仏
教
界

に
尽
さ
れ
た
功
績
は
ま
こ
と
に
大
な
る

も
の
が
あ
っ
た
。
総
本
山
知
恩
院
の
告

別
式
は
八
日
午
前
十
時
か
ら
山
内
阿
弥

陀
堂
で
行
わ
れ
全
仏
も
弔
電
を
お
く
り

師
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
享
年
六
十
五

才
。　

　
あ
と
が
き

▲
　
人
類
の
平
和
へ
の
悲
願
を
よ
そ
に

核
実
験
は
容
赦
な
く
つ
づ
け
ら
れ
る
。

我
々
仏
教
徒
は
政
治
的
に
で
な
く
真
の
・

仏
道
精
神
を
以
っ
て
、
核
実
験
禁
止
運

動
を
叫
び
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

▲
　
理
事
会
で
新
会
長
、
理
事
長
、
総
長

評
議
員
、
常
務
理
事
、
理
事
等
決
定
さ

る
。
露
仏
の
行
く
途
上
に
は
難
問
題
が

山
積
し
て
い
る
が
、
捲
土
重
来
新
役
員

の
手
に
よ
っ
て
着
々
と
解
決
し
て
行
く

覚
悟
で
あ
る
。

▲
　
墓
地
問
題
行
政
訴
訟
の
口
頭
弁
論

は
九
月
四
日
で
打
切
り
と
な
り
、
結
審

を
待
つ
ば
か
り
。
一
層
の
御
支
援
を
お

願
し
ま
す
。
▲
　
カ
ソ
ボ
ヂ
ア
の
世
界

会
議
も
最
近
か
、
国
際
局
は
そ
の
準
備

に
大
童
。
■
　
　
　
　
（
T
・
K
生
）

「　重＝　　噛、　≒


